
  

触 

光 

柔 

軟  

本
年
行
事
予
定 

 
 
 
  

一
月
 
 
一
日 
午
前
八
時 

  

修
正
会
（
元
旦
の
お
参
り
） 

 

 
 
 
 
二
月
 
十
五
日 
午
後
一
時
 
 
定
例
法
座
（
本
願
寺
派
布
教
使
） 

 

 
 
 
 
三
月
 
二
十
日 

午
後
一
時
 
 
春
季
彼
岸
会
法
要 

 

 
 
 
 
四
月
 
十
五
日 

午
後
一
時
 
 
定
例
法
座
（
本
願
寺
派
布
教
使
） 

 

 
 
 
 
五
月
 
十
五
日 

午
後
一
時 

  

花
ま
つ
り
法
座
（
本
願
寺
派
布
教
使
） 

 

 
 
 
 
六
月
 
十
五
日 

午
後
一
時
 
 
定
例
法
座 

 

 
 
 
 
七
月
 
十
五
日 

午
後
一
時 

  

定
例
法
座
（
本
願
寺
派
布
教
使
） 

 

 
 
 
 
八
月
 
十
六
日 

午
後
一
時 

  

孟
蘭
盆
会
法
要 

 八
月
二
十
三
日 

午
後
一
時
 
 
報
恩
講
お
み
が
き 

 

 
 
 
 
九
月
八
〜
九
日
 
 
 
 
 
  

宗
祖
聖
人
報
恩
講
法
要
（
本
願
寺
派
布
教
使
） 

 

 
 
 
 
九
月
二
十
三
日 

午
後
一
時
   

秋
季
彼
岸
会
法
要 

 

 
 
 
 
十
一
月
十
五
日 

午
後
一
時 

  

定
例
法
座 

 

 
 
 
 
十
二
月
十
五
日 

午
後
一
時 

  

定
例
法
座
（
本
願
寺
派
布
教
使
） 

   

題
字
の
﹁
触
光
柔
軟
﹂
と
は
︑
仏
さ
ま
の
光
に
遇
せ
て
い
た
だ
く
と
︑
柔
ら
か
な
⼼
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
︒ 

現
在
の
北
海
道
の
⼈
⼝
が
五
百
万
⼈
を
下
回
Q
た
と
い
う
新
聞
記
事
を
⾒
ま
し
た
︒
⼆
〇
〇
⼋
年
に
私
が
こ
の
北
海
道
に

戻
Q
て
来
た
時
は
︑
約
五
百
五
⼗
五
万
⼈
で
し
た
の
で
︑
こ
の
⼗
七
年
間
の
間
に
︑
五
⼗
五
万
⼈
減
Q
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒
少
⼦
化
や
団
塊
の
世
代
の
⾃
然
減
が
原
因
の
よ
う
で
す
︒
戦
前
︑
戦
中
の
よ
う
に
﹁
産
め
よ
︑
増
や
せ
よ
﹂
と
い

う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
こ
の
ま
ま
︑
こ
の
国
は
静
か
に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
Ä
う
︒
そ
れ
を
無
理
に

解
決
す
る
⽅
に
考
え
る
よ
り
︑
⼼
静
か
に
︑
そ
し
て
あ
き
ら
か
に
こ
の
状
況
を
⾒
て
い
く
こ
と
が
⼤
切
だ
と
思
い
ま
す
︒ 

先
⾏
き
の
不
安
に
よ
Q
て
︑
外
国
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
⽅
の
排
斥
に
関
す
る
ニ
ô
ö
ス
を
⾒
ま
す
︒
そ
れ
を
⾒
た
時
に
︑

悲
し
み
と
哀
れ
み
が
こ
の
⼼
⼀
杯
に
な
り
ま
す
︒
⾃
分
以
外
の
﹁
他
﹂
に
⽬
を
張
り
︑
そ
れ
を
攻
撃
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は

な
く
︑
⾃
分
の
そ
の
よ
う
な
愚
か
し
い
⼼
に
光
を
あ
て
て
い
く
こ
と
が
⼤
切
な
こ
と
で
す
︒
そ
の
光
と
い
う
の
が
︑﹁
あ
な

た
を
⾒
守
Q
て
い
る
よ
﹂
と
い
う
︑
阿
弥
陀
さ
ま
の
救
い
の
光
な
の
で
す
︒ 
             

合
掌
合
掌 

http://www.nishihongwanji.com / 

２００６（平成１８） 
北広島市大曲緑ヶ丘２丁目 16-1 011-376-2255 

浄土真宗本願寺派 興 徳 寺 

２０２６（令和８）年 
北広島市⼤曲緑ヶ丘２丁⽬ 16-1 011-376-2255 

浄⼟真宗本願寺派 興 徳 寺 


